
市民と議会を結ぶ広報紙

旭市飯岡しおさいマラソン大会
　天候にも恵まれ、子どもから大人まで3,000人を超えるラン
ナーが、飯岡地区をスタートに海岸コースを駆け抜けました。
　参加者には、旭市産いちごも振る舞われ、市民・地域をあ
げてランナーを応援しました。
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
の
平
成
30
年
１
月
24
日
の
初
議

会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
議
長
、
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
が
推
し
進
め
て
い
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
各
地
で

進
ん
で
い
る
中
、
旭
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
旭
市
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
に
、
子
育
て
支
援
、
雇

用
創
出
な
ど
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
将
来
の
旭
市
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
据
え

つ
つ
、
均
衡
あ
る
発
展
と
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
執
行
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
ま
た
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
役
と
し
て
、

誠
心
誠
意
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
議
会
活
動

に
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　平成30年第１回臨時会が１月24日に開催されました。
　この臨時会は、先の旭市議会議員一般選挙後の初議会で、正副議長をはじめ
各委員等の新たな議会構成が決まりました。

議
長
・
副
議
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

伊藤保 副議長

島田和雄 議長

第１回臨時会平成30年
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
議
会
だ
よ
り
発
行
に
関
す
る
企
画

お
よ
び
編
集
を
行
う
委
員
会
で
す
。

　
委
員
長　
　
米
本
弥
一
郎

　
副
委
員
長　
有
田　
惠
子

　
委
員　
　
　
遠
藤　
保
明

　
委
員　
　
　
平
山　
清
海　

　
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

●
東
総
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
員

　
島
田　
和
雄

　
佐
久
間
茂
樹

　
向
後　
悦
世

●
東
総
衛
生
組
合
議
員

　
米
本
弥
一
郎

　
髙
橋　
秀
典

　
髙
木　
寛

●
東
総
広
域
水
道
企
業
団
議
員

　
島
田　
和
雄

●
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
員

　
飯
嶋　
正
利

　秘書広報課、行政改革推進課、総務課、企画政
策課、財政課、税務課、市民生活課、会計課、議
会事務局、選挙管理委員会、監査委員、固定資産
評価審査委員会、消防本部、海上・飯岡・干潟支
所の所管に関する事務と他の委員会に属さない事
務について審議を行う委員会です。

　商工観光課、農水産課、建設課、都市整備課、
下水道課、農業委員会、水道課の所管に関する事
務について審議を行う委員会です。

　定例会等の日程及び議会運営に関する事項等に
ついて協議を行う委員会です。

　環境課、保険年金課、健康管理課、社会福祉課、
子育て支援課、高齢者福祉課、教育委員会に関す
る事務について審議を行う委員会です。

総
務
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

右側より　平山清海委員、米本
弥一郎委員長、遠藤保明委員、
有田惠子副委員長（欠席）

前列右側より、島田和雄委員、米本弥一郎副委員長、
宮澤芳雄委員長、髙橋利彦委員
後列右側より、 桐文夫委員、伊藤保委員、遠藤保明
委員

前列右側より、平野忠作委員、林晴道副委員長、宮内
保委員長、佐久間茂樹委員
後列右側より、平山清海委員、髙木寛委員

前列右側より、景山岩三郎委員、髙橋秀典副委員長、
飯嶋正利委員長、木内欽市委員
後列右側より、伊藤房代委員、向後悦世委員
写真右上　有田惠子委員

前列右側より、宮内保委員、宮澤芳雄副委員長、平野
忠作委員長、飯嶋正利委員
後列右側より、髙橋秀典委員、米本弥一郎委員
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（
提
出
者　
林
晴
道
議
員
）

問
発
議
案
の
趣
旨
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
第
２
条

に
「
市
民
の
責
務
」
と
入
っ
て
い
ま

す
。
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
で
、
市

民
に
責
務
を
課
す
と
こ
ろ
に
違
和
感

が
あ
り
ま
す
が
。（

佐
久
間
茂
樹
議
員
）

答
現
行
の
旭
市
の
条
例
、
先
進
事

例
に
も
、
こ
う
い
う
部
分
は

載
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
べ
き
も
の

と
思
い
ま
す
。

（
提
出
者　
林
晴
道
議
員
）

問
納
税
等
状
況
報
告
書
を
公
表
す

る
の
は
、
人
権
侵
害
に
値
す
る

項
目
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
解
釈

す
る
の
か
。

（
髙
木
寛
議
員
）

答
４
条
に
あ
た
る
部
分
も
必
要
だ

と
、
適
当
と
思
っ
て
提
出
し
ま

し
た
。

（
提
出
者　
林
晴
道
議
員
）

問
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
大
賛

成
で
す
が
、
十
分
な
審
議
が
行

わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
疑
問
が
残

り
ま
す
。
ま
た
、
違
法
行
為
等
は
審

査
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
い
く
べ
き

と
懸
念
し
ま
す
が
。（

髙
橋
秀
典
議
員
）

答
審
査
機
関
や
必
要
事
項
は
、
こ

れ
か
ら
議
会
改
革
検
討
委
員
会

や
議
会
全
員
協
議
会
で
話
し
合
っ
て

進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
今
回

の
条
例
に
は
必
要
は
な
い
と
思
い
提

出
し
ま
し
た
。

（
提
出
者　
林
晴
道
議
員
）

　
も
っ
と
早
く
議
案
を
出
し
て
い
た

だ
い
て
、
十
分
審
議
を
し
た
ほ
う
が

良
か
っ
た
の
か
な
と
。
わ
ず
か
１
時

間
半
前
に
議
案
を
出
さ
れ
て
、
賛
成

す
る
か
反
対
す
る
か
決
め
て
く
れ
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様

か
ら
聞
か
れ
た
時
に
、
答
え
ら
れ
る

ほ
ど
に
審
議
を
尽
く
し
て
か
ら
可
否

を
判
断
す
る
。
わ
ず
か
１
時
間
半
前

で
は
判
断
で
き
な
い
で
す
。
良
い
条

例
だ
と
思
い
ま
す
が
、
不
備
、
不
十

分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
反
対
討
論
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（

佐
久
間
茂
樹
議
員
）

人　
　
事

▼
議
案
第
５
号

旭
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　

　
市
議
会
議
員
か
ら
選
任
す
る
監
査

委
員
に
、
景
山
岩
三
郎
議
員
が
同
意

さ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
案

▼
発
議
第
１
号

旭
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
こ
の
条
例
案
は
旭
市
議
会
議
員
の

政
治
倫
理
の
規
律
の
基
本
と
な
る
基

準
と
、
議
員
の
倫
理
向
上
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
で
、
議
会
が
市

民
の
信
託
に
応
え
、
公
正
で
開
か
れ

た
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
実
務
的
な
規
定
は
、
議
員
が
政

治
倫
理
基
準
を
遵
守
し
、
納
税
等
状

況
報
告
書
を
提
出
し
、
市
民
に
公
表

す
る
も
の
で
す
。
開
か
れ
た
場
で

我
々
の
活
動
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
、
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
と
質
疑

  

反
対
討
論
要
旨

○＝賛成　●＝反対　欠＝欠席　退＝退席
平成30年第１回臨時会　審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20　
桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

髙
橋　
秀
典

米
本
弥
一
郎

有
田　
惠
子

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

平
野　
忠
作

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案

1 平成29年度旭市一般会計補正予算の議決につ
いて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 旭市特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 旭市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 旭市監査委員の選任につき同意を求めること
について 同意 〇 〇 〇 ● 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 退 ● 〇 ●

 議　員　提　出　議　案
1 旭市議会議員政治倫理条例の制定について 否決 〇 ● ● 〇 ● ● 欠 ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● 〇 ● 〇

※�議長は採決に加わりません
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米
よね

本
もと

弥
や

一
いち

郎
ろう

①鎌数8423-1
②74-7255
③S36.3.27
④無所属

宮
みや

澤
ざわ

芳
よし

雄
お

①南堀之内8-2
②68-2522
③S30.2.27
④無所属

向
こう

後
ご

悦
えつ

世
よ

①上永井1074
②57-2287
③S26.3.15
④無所属

平
ひら

山
やま

清
きよ

海
み

①椎名内2913
②63-0107
③S32.7.31
④無所属

有
あり

田
た

惠
けい

子
こ

①下永井809-67
②57-4320
③S28.3.7
④無所属

伊
い

藤
とう

保
たもつ

①神宮寺7400-7
②62-3294
③S29.8.27
④公明党

景
かげ

山
やま

岩
いわ

三
さぶ

郎
ろう

①足川3969-3
②63-6055
③S25.1.21
④無所属

遠
えん

藤
どう

保
やす

明
あき

①萬力2850
②68-2065
③S26.1.1
④無所属

宮
みや

内
うち

保
たもつ

①萩園1134
②57-2342
③S24.9.24
④無所属

島
しま

田
だ

和
かず

雄
お

①見広715
②55-2964
③S27.3.31
④無所属

木
き

内
うち

欽
きん

市
いち

①松ヶ谷1831
②55-5555
③S28.11.3
④無所属

林
はやし

晴
はる

道
みち

①後草615
②55-1233
③S52.11.6
④無所属

髙
たか

木
ぎ

寛
ひろし

①清和乙697
②68-2199
③S24.1.1
④日本共産党

平
ひら

野
の

忠
ちゅう

作
さく

①神宮寺1937-4
②62-1353
③S21.12.11
④無所属

佐
さ

久
く

間
ま

茂
しげ

樹
き

①三川3047
②57-2298
③S21.9.28
④無所属

髙
たか

橋
はし

秀
ひで

典
のり

①鎌数4387-9
②62-6896
③S42.1.31
④無所属

飯
いい

嶋
じま

正
まさ

利
とし

①足川1744
②62-2858
③S39.2.4
④無所属

伊
い

藤
とう

房
ふさ

代
よ

①神宮寺7160-2
②62-2827
③S33.1.29
④公明党

髙
たか

橋
はし

利
とし

彦
ひこ

①萬歳2630-1
②68-2703
③S18.2.14
④無所属

片
かた

桐
ぎり

文
ふみ

夫
お

①仁玉806-1
②71-1898
③S34.3.24
④無所属

新たに選ばれた20人の議員を紹介します
〈議席番号順〉　氏名　①住所　②電話番号　③生年月日　④所属会派等
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を
財
源
に
す
る
も
の
で
す
が
、
な
ぜ
、

当
初
予
算
を
超
え
る
金
額
を
こ
の
時

期
に
補
正
予
算
で
計
上
す
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、
今

回
、
寄
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

か
ら
必
要
な
も
の
を
す
ぐ
購
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
を
伺
い
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

▼
議
案
第
２
号

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
住
宅
の

建
替
住
宅
等
に
係
る
固
定
資
産
税
等

の
減
免
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
減
免
の
対
象
と
な
る
建
替
住
宅
等

の
取
得
期
限
を
「
平
成
29
年
12
月
31

日
」
か
ら
「
平
成
33
年
３
月
31
日
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

問
現
在
ま
で
の
減
免
件
数
、
減
免

額
は
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
の

減
免
件
数
と
減
免
額
は
。

（
林
晴
道
議
員
）

補
正
予
算

（
平
成
29
年
度
）

▼
議
案
第
１
号

平
成
29
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
議
決
に
つ
い
て

問
学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
は
、

１
，１
０
０
万
円
の
篤
志
寄
附
金

　
主
な
議
案
の
内
容
と
質
疑

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
の
追
加

事
業
と
し
て
、
各
校
が
必
要
な
も
の

を
購
入
す
る
た
め
の
補
助
と
し
て
補

正
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
が
、
11
月
９
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
人
事
案
件
な
ど
８
議
案
が
市
長
よ
り

提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
11
月
15
、
16
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ

た
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
日
の
９
日
に
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
１
件
の
発
議
案
が
提
出
さ
れ
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年　
第
４
回
定
例
会

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
な
ど
の
補
正
予
算
額

３
，１
０
０
万
円
を
可
決
、
平
成
29
年
度
旭
市
一
般
会
計

予
算
総
額
３
０
４
億
２
，８
０
０
万
円
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11月９日（木）　　(開会)
　◦議長報告事項
　◦会議録署名議員の指名
　◦会期の決定
　◦議案の上程
　◦提案理由の説明並びに政務報告
　◦議案の補足説明
　◇追加日程
　◦発議案上程
　◦提案理由の説明
　◦質疑、討論、採決
11月13日（月）
　◦議案の質疑
　◇追加日程
　　<討論・採決>
　◦常任委員会へ議案を付託
11月15日（水）
　◦市政に関する一般質問
11月16日（木）
　◦市政に関する一般質問
11月20日（月）
　◦建設経済常任委員会
11月21日（火）
　◦文教福祉常任委員会
11月22日（水）
　◦総務常任委員会
11月27日（月）
　◦常任委員長の議案報告
　　<質疑・討論・採決>
　◦事務報告　　　　　　　　　
　（閉会)

第４回定例会の日程

源
は
、
全
額
、
県
支
出
金
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

委
員
会
提
出
議
案

▼
発
議
第
１
号

旭
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
市
議
会
議
員
の
定
数
が
22
人
か
ら

20
人
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委

員
会
の
委
員
定
数
に
つ
い
て
、
文
教

福
祉
常
任
委
員
会
の
定
数
「
８
人
」

を
「
７
人
」
に
建
設
経
済
常
任
委
員

会
の
定
数
「
７
人
」
を
「
６
人
」
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

人　
事

▼
議
案
第
６
号
・
第
７
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
宮
野
作
一
氏　
琴
田　
再
任

　
鈴
木
志
敏
氏　
二　
　
新
任

専
決
処
分

▼
議
案
第
８
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正

予
算
）

　
去
る
９
月
28
日
に
衆
議
院
が
解
散

さ
れ
た
た
め
、
衆
議
院
議
員
選
挙
及

び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
９
月
28
日
に
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
、
議
会
の
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、
財

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。そ

の
他

▼
議
案
第
５
号

区
域
を
こ
え
て
の
路
線
の
認
定
を
承

諾
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
道

※

路
法
第
８
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
、
旭
市
塙
地
区
の
千
葉
県
有
地

の
一
部
に
つ
い
て
、
銚
子
市
長
よ
り

銚
子
市
の
市
道
路
線
と
し
て
認
定
し

た
い
旨
、
協
議
が
あ
り
ま
し
た
の
で

承
諾
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問
銚
子
市
の
市
道
路
線
と
し
て
承

諾
し
た
場
合
、
今
後
、
整
備
や

管
理
は
し
っ
か
り
と
銚
子
市
の
ほ
う

で
行
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
り
、
減

免
件
数
は
１
７
２
件
、
減
免
金

額
は
累
計
で
３
，５
１
２
万
５
０
０

０
円
で
、
平
成
29
年
度
は
１
７
２
件
、

９
３
９
万
７
，０
０
０
円
で
す
。

▼
議
案
第
４
号

旭
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
神
西
住
宅
の
一
部
を
用
途

廃
止
す
る
た
め
、
管
理
戸
数
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

問
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
神
西
住
宅

の
今
後
の
取
り
扱
い
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
空
き
家

が
で
き
、
取
り
壊
し
の
め
ど
が

つ
い
た
時
点
で
、
そ
の
後
の
対
応
を

答
周
辺
の
土
地
所
有
者
は
銚
子
市

民
で
あ
り
、
銚
子
市
が
一
体
的

に
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

※
道
路
法
第
８
条
第
３
項 

　

�

市
町
村
長
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区

域
を
こ
え
て
、
市
町
村
道
の
路
線
を
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
市
町
村
長
は
、
関
係
市
町
村

長
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
常
任
委
員
会
定
数

　
総
務
常
任
委
員
会　
　
　
７
人

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会　
７
人

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会　
６
人

　

旭
市
議
会
だ
よ
り
第
47
号（
平
成

29
年
12
月
１
日
発
行
）７
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
あ
さ
ひ
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
入
場
料
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
市
民
１
回
３
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

銚子市より協議があった塙地区の県有地
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う
決
意
は
み
ん
な
持
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
匝
瑳
市
、
銚
子
市
の
市
長

も
前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

３
市
の
負
担
金
見
直
し

の
経
緯
は

（
滑
川
公
英
議
員
）

問
８
月
の
東
総
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
で
は
、
ご
み

処
理
施
設
の
負
担
金
見
直
し
プ
ラ
ン

を
提
出
し
な
が
ら
、
10
月
の
組
合
議

会
で
は
見
直
さ
な
い
よ
う
な
答
弁
を

し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
こ
れ
ま
で
に
も
、
担
当
課
長

会
議
を
は
じ
め
３
市
の
首
長

間
で
も
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
内
容
と
見
通
し
は

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

問
匝
瑳
市
議
会
の
負
担
金
見
直

し
の
決
議
内
容
と
、
そ
れ
を

受
け
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

ま
た
、
建
設
事
業
費
の
総
額
と
具
体

的
な
財
源
内
容
、
各
市
の
負
担
割
合

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
負
担
金
見
直
し
の
経
過
と
し

て
は
、
平
成
25
年
に
、
匝
瑳

市
か
ら
要
望
書
が
組
合
に
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
20
日
に
は
、

匝
瑳
市
議
会
に
お
い
て
負
担
割
合
見

直
し
の
決
議
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
内

容
は
、
各
市
の
負
担
割
合
を
ご
み
焼

却
排
出
量
割
合
で
決
め
る
も
の
で
、

見
直
さ
な
い
場
合
は
、
こ
の
事
業
予

算
を
今
後
、
議
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
建
設
事
業
費
総
額
と
し
て

２
７
４
億
円
が
示
さ
れ
、
財
源
は
、

交
付
金
85
億
円
、
震
災
復
興
特
別
交

付
税
１
２
１
億
円
、
残
る
68
億
円
が

構
成
市
の
実
質
的
な
負
担
額
と
な
り

ま
す
。
震
災
復
興
特
別
交
付
税
は
平

成
32
年
度
ま
で
の
時
限
的
な
も
の
で

す
。
平
成
33
年
３
月
ま
で
に
こ
の
事

業
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

負
担
割
合
の
見
直
し
に
よ
り
、
財
政

負
担
が
減
少
す
る
市
が
あ
る
一
方
で

増
加
す
る
市
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

東
広
の
組
合
議
会
で
は
意
見
の
隔
た

り
が
大
き
く
、
調
整
が
非
常
に
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
今
後
20
年
以
上
に
わ

た
り
３
市
が
一
致
協
力
し
て
実
施
し

て
い
く
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
が
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
納

得
の
い
く
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け

れ
ば
、
負
担
割
合
の
見
直
し
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
見

直
し
案
が
ま
と
ま
り
、
条
例
が
改
正

さ
れ
る
ま
で
は
、
現
行
の
負
担
割
合

で
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。 　

発
言
議
員
と
質
問
事
項
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

１　
選
挙
に
つ
い
て

２　
知
的
財
産
権
に
つ
い
て

３　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

４　
財
政
に
つ
い
て

５　
行
政
改
革
に
つ
い
て

１　

�

道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
に
つ
い

て

２　
自
治
組
織
に
つ
い
て

３　
消
防
団
に
つ
い
て

１　

�

大
規
模
震
災
等
の
対
策
に
つ
い

て

２　
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

３　
定
住
施
策
に
つ
い
て

滑川 公英
議員

市政に関する一般質問は11月15・16日の２日間行われ、７人の議員が登壇しました。
主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第４回定例会

一般質問

林 晴道
議員

磯本 繁
議員

　
発
言
議
員
と
質
問
事
項
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

１　

�

東
総
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
に
つ
い
て

２　
職
員
駐
車
場
に
つ
い
て

１　

�

３
市
で
建
設
す
る
ご
み
焼
却

場
・
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

２　
新
庁
舎
の
設
計
に
つ
い
て

３　
台
風
21
号
の
災
害
に
つ
い
て

１　

�

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
つ
い

て

２　
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

３　
水
道
事
業
に
つ
い
て

４　
財
政
に
つ
い
て

滑川 公英
議員

一
般
質
問
の
質
問
事
項

髙橋 利彦
議員

組合議会が開催される東総地区広域市町村圏事務組合

太田 將範
議員
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駐車場用地として借りている土地

干潟地区にある水道施設

職
員
駐
車
場

市
が
職
員
駐
車
場
を

確
保
す
る
根
拠
は

　
（
髙
橋
利
彦
議
員
）

問
駐
車
場
用
地
と
し
て
、
い
つ

か
ら
借
り
入
れ
た
の
か
。
ま

た
、
現
在
の
賃
借
料
の
月
額
と
年
間

総
額
、
地
主
へ
の
支
払
い
期
日
、
支

払
い
総
額
と
実
質
の
負
担
額
は
。
ま

た
、
福
利
厚
生
事
業
で
駐
車
料
金
の

公
費
負
担
は
不
正
支
出
で
は
な
い
か
。

答
契
約
は
、
平
成
３
年
12
月
か

ら
借
り
て
お
り
、
賃
貸
借
料

は
月
額
89
万
１
，７
７
１
円
、
年
額

で
１
，０
０
０
万
円
強
に
な
り
、
支

払
い
は
年
末
に
一
括
納
入
、
支
払
総

額
は
２
億
７
，０
０
０
万
円
く
ら
い

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
実
質
の
市
の

負
担
額
は
１
年
間
で
６
２
０
万
円
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
有
能
な
職
員
に

入
っ
て
き
て
い
た
だ
く
た
め
、
駐
車

場
の
用
意
は
必
要
だ
と
、
福
利
厚
生

に
値
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
道

過
大
な
利
益
が

出
て
い
る
の
で
は

（
太
田
將
範
議
員
）

問
水
道
会
計
は
、
平
成
28
年
度

決
算
に
お
い
て
は
、
事
業
の

営
業
利
益
は
１
億
５
，０
０
０
万
円
、

特
別
損
益
を
入
れ
ま
す
と
、
１
億
９
，

０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
利
益
が
出
て

お
り
ま
す
。
水
道
の
事
業
と
い
う
の

は
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
の

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
過
大
な
利
益
が
必
要
か
ど
う
か
。

答
水
道
企
業
会
計
は
、
健
全
な

企
業
運
営
を
し
て
い
る
わ
け

で
、
積
立
金
や
留
保
資
金
、
か
な
り

あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
、
86
・
４
％
の
普
及
率
と
い
う
こ

と
で
、
５
万
６
，０
０
０
人
余
り
の

市
民
が
水
道
を
利
用
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
今
、

勉
強
、
研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

水
道
料
金
を
値
下
げ
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１　
公
立
保
育
所
に
つ
い
て

２　
台
風
に
よ
る
塩
害
に
つ
い
て

３　

�

新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い

て

１　
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

２　
学
校
給
食
に
つ
い
て

３　
介
護
予
防
に
つ
い
て

１　
農
業
問
題
に
つ
い
て

２　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

３　

�

選
挙
の
投
票
所
投
票
率
に
つ
い

て

４　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

５　
市
バ
ス
に
つ
い
て

６　
海
上
保
育
所
に
つ
い
て

７　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

伊藤 房代
議員

伊藤 保
議員

木内 欽市
議員
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財
政

財
政
調
整
基
金
を

何
に
使
う
の
か

（
太
田
將
範
議
員
）

問
基
金
残
高
に
つ
い
て
、
ど
ん

ど
ん
基
金
が
積
み
上
が
っ
て

１
６
０
億
円
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

財
政
調
整
基
金
が
半
分
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
は
何
に
使

う
予
定
で
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
や

は
り
有
効
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
何
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
市

長
に
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
こ
れ
ま
で
は
合

※

併
特
例
期
間

の
問
題
で
、
一
本
算
定
に
向

か
っ
て
財
政
調
整
基
金
で
対
応
し
た

い
と
、
基
金
を
年
々
増
や
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
10
年
先
、
20
年
先
の

旭
市
の
財
政
状
況
を
考
え
、
財
政
調

整
基
金
を
貯
金
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
思
い

ま
す
。
今
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
学
校
、

保
育
所
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
子
育
て
に
お
い
て
も
、
積
極

的
に
支
出
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

子
育
て

保
育
所
事
務
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

（
伊
藤
保
議
員
）

問
事
務
室
は
、
保
護
者
の
相
談

や
、
具
合
の
悪
い
子
ど
も
を

ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
隔
離
し
て

面
倒
を
見
る
と
い
っ
た
医
務
室
的
な

機
能
を
兼
ね
備
え
ま
す
。
近
年
、
真

夏
に
は
室
温
34
度
を
超
え
る
日
も
あ

り
、
来
客
時
や
具
合
の
悪
く
な
っ
た

子
ど
も
の
面
倒
を
見
な
が
ら
の
事
務

仕
事
な
ど
は
大
変
で
す
。
何
よ
り
も

具
合
の
悪
く
な
っ
た
子
ど
も
の
こ
と

を
考
え
る
と
非
常
に
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
エ
ア

コ
ン
を
つ
け
る
方
向
で
検
討
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
設
置
の

こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
事
務
室
へ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
い
い
お
か
保
育
所
、
海

上
保
育
所
及
び
干
潟
保
育
所
の
３
施

設
の
み
で
す
。
実
際
、
医
務
室
と
し

て
の
利
用
時
や
保
護
者
役
員
会
等
の

場
合
に
は
、
現
状
を
説
明
し
た
上
で
、

暑
さ
対
策
と
し
て
窓
の
開
放
や
、
扇

風
機
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

冬
場
に
は
ス
ト
ー
ブ
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
状
況
で
す
。
予
算
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
電
力
量
の
調
査
等
も
ま

だ
不
十
分
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
踏
ま
え
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
上
保
育
所
の

今
後
の
方
向
性
は

（
木
内
欽
市
議
員
）

問
海
上
保
育
所
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
先
日
、
滝
郷
地
区
全

戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
住
民
に
動
揺
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答
海
上
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

昭
和
47
年
２
月
に
建
設
し
て

い
ま
す
。
既
に
築
45
年
が
過
ぎ
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
診
断
の
結
果

に
お
い
て
は
改
築
を
要
す
る
施
設
と

判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
立
保
育
所
は
、
現
在
旭
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
個

別
施
設
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
海
上
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
児
童
の
安
全
確
保
を
第
一

と
考
え
、
計
画
策
定
前
に
方
向
性
を

決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
は
子
育
て
世
代
だ

け
の
施
設
で
は
な
く
、
地
域
の
世
代

間
と
の
交
流
の
場
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
全
体
で
児
童
を
見
守
り
育

て
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
滝

郷
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
、
全
世

帯
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
く
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

台
風
被
害

台
風
の
塩
害
被
害
へ
の

対
応
は

（
伊
藤
保
議
員
）

問
10
月
23
日
３
時
ご
ろ
、
超
大

型
、
強
い
勢
力
の
台
風
が
、

広
い
暴
風
雨
域
を
伴
っ
た
ま
ま
北
上

し
ま
し
た
。
こ
の
台
風
21
号
の
被
害

が
、
旭
市
で
は
６
億
円
を
超
え
る
と

新
聞
報
道
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
塩
害
と
伺
い
ま
し
た
。

農
業
に
つ
い
て
、
建
物
と
塩
害
で
ど

の
く
ら
い
の
被
害
額
が
出
た
の
か
。

１　
豪
雨
等
へ
の
対
策
に
つ
い
て

２　
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

３　

�「
市
民
の
声
」
の
統
合
管
理
に

つ
い
て

４　
奨
学
金
に
つ
い
て 髙橋 秀典

議員

エアコンが設置されていない保育所事務室

老朽化が著しい海上保育所

※
合
併
特
例
期
間
と
は 

　

�

合
併
特
例
債
や
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
な
ど
の
有
利
な
財
政
支
援
措
置
を
受
け

ら
れ
る
期
間
の
こ
と
。
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被
害
に
対
す
る
支
援
制
度
と
い
う
の

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
今
回
の
台
風
で
は
塩
害
が
広

範
囲
に
及
び
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

大
根
を
は
じ
め
と
し
た
露
地
野
菜
が

大
き
な
被
害
を
受
け
、
農
産
物
の
被

害
額
が
約
５
億
４
，０
０
０
万
円
に

上
り
ま
し
た
。
ま
た
、
強
風
に
よ
り

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
用
施
設
も

被
害
を
受
け
、
こ
の
被
害
額
が
約
１
，

０
０
０
万
円
で
、
合
わ
せ
ま
す
と
農

業
被
害
額
は
約
５
億
５
，０
０
０
万

円
と
い
う
状
況
で
す
。

　
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
被
害
が

大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
農

業
災
害
対
策
資
金
及
び
千
葉
県
漁
業

災
害
対
策
資
金
を
発
動
し
ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
、
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
農
業
者
、
漁
業
者
の
経
営
の

維
持
・
安
定
を
図
る
た
め
、
再
生
産

に
必
要
な
資
金
ま
た
は
施
設
の
復
旧

資
金
を
県
、
市
町
村
及
び
金
融
機
関

が
協
力
し
て
通
常
よ
り
低
利
な
金
利

で
融
資
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
県
の
利
子
補
給
の
制
度
は
、

市
町
村
が
行
う
こ
と
が
条
件
と
な
り
、

旭
市
と
し
て
も
、
被
害
の
あ
っ
た
農

業
者
の
た
め
に
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
業
者
の
末
端
の
金
利
は

ゼ
ロ
％
の
予
定
で
、
平
成
30
年
３
月

ま
で
に
貸
し
付
け
実
行
さ
れ
た
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

旭
市
の
停
電
対
応
は

（
滑
川
公
英
議
員
）

問
10
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
、

通
過
し
た
台
風
21
号
は
、
東

総
地
域
に
多
大
の
爪
跡
を
残
し
ま
し

た
。
被
害
は
ど
の
よ
う
な
数
値
に
な

る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
停
電
地
域
、
停
電
戸
数

は
、
旭
市
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
た
の
か
。
産
業
か
ら
一
般
家
庭
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
電
源
ロ
ス
に

旭
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た

の
か
。

答
主
な
被
害
状
況
は
、
道
路
、

路
肩
の
崩
壊
等
が
38
か
所
、

道
路
の
一
時
冠
水
が
33
か
所
、
床
下

浸
水
が
４
件
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

被
害
67
件
、
停
電
が
１
万
２
，２
０

０
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旭
市
と
し
て
は
、
東
京
電
力
よ
り
、

市
内
で
停
電
が
発
生
し
、
復
旧
に
は

時
間
を
要
す
る
と
の
情
報
提
供
が
あ

り
、
そ
の
情
報
を
午
前
６
時
40
分
、

９
時
50
分
、
午
後
４
時
25
分
に
防
災

行
政
無
線
の
放
送
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
後
、
５
時
40
分
こ
ろ
に

東
電
よ
り
、
午
後
９
時
を
め
ど
に
停

電
が
解
消
す
る
見
込
み
と
の
情
報
を

い
た
だ
き
、
午
後
５
時
57
分
に
防
災

行
政
無
線
を
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
き
な
災
害
で
は
、
東
電
も

復
旧
の
見
込
み
が
立
て
ら
れ
ず
、
情

報
提
供
し
か
で
き
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
す
。

健
康

高
校
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
に

（
伊
藤
房
代
議
員
）

問
前
回
、
市
長
の
答
弁
の
中
に
、

「
隣
の
銚
子
市
で
も
平
成
30

年
度
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
化
に
す
る
と
い
う
よ
う
な

政
策
を
打
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

銚
子
市
の
財
政
状
況
を
考
え
ま
す
と
、

旭
市
が
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
思
い
で
い
る
」
と
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
お

答
え
で
し
た
。
今
回
、
平
成
30
年
４

月
よ
り
高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
無

料
と
明
確
に
発
表
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
質
問
い
た
し
ま
す
。

答
前
回
も
質
問
を
い
た
だ
き
、

庁
内
で
十
分
検
討
を
加
え
ま

し
た
結
果
、
現
在
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
実
施
す
る
方
向
で
予
算
計
上
す

る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
さ
ピ
ー
☆
き
ら
り

体
操
の
徹
底
を

（
伊
藤
房
代
議
員
）

問
前
回
、「
あ
さ
ピ
ー
☆
き
ら

り
体
操
」
は
、
介
護
予
防
を

積
極
的
に
地
域
で
進
め
て
い
く
た
め
、

旭
中
央
病
院
の
専
門
医
を
は
じ
め
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の
指
導

協
力
を
受
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
希
望
の
あ
っ
た
地
域
の
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に
指
導
を
行
い
、
各

地
域
が
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

支
援
し
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
ど
の
く
ら
い
の
地
域
が
参
加

し
、
登
録
数
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

答
参
加
希
望
団
体
も
着
々
と
増

え
て
お
り
、
現
在
、
中
央
地

区
に
４
団
体
、
共
和
地
区
に
１
団
体
、

台風21号による土砂崩れ

農水産課にある資金融資の相談窓口

仲間同士、あさピー☆きらり体操で健康づくり
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旭
干
潟
地
区
に
２
団
体
、
旭
嚶
鳴
地

区
に
１
団
体
、
干
潟
地
区
に
２
団
体
、

計
10
団
体
が
、
定
期
的
に
体
操
を
続

け
な
が
ら
、
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し

み
に
地
域
の
通
い
の
場
に
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
体
操
は
、
市
が
直
接
行
う
も

の
で
は
な
く
、
住
み
な
れ
た
地
域
の

中
で
、
仲
間
同
士
で
自
主
的
に
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
支
援

し
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度

に
お
い
て
は
、
地
区
集
会
所
等
に
お

い
て
行
う
出
前
講
座
で
の
介
護
予
防

講
座
や
保
健
推
進
員
研
修
会
等
の
中

で
17
回
、
６
５
０
名
、
今
年
度
は
10

月
末
ま
で
に
30
回
、
９
５
１
名
の
市

民
へ
「
あ
さ
ピ
ー
☆
き
ら
り
体
操
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
を
通
じ
て
周
知
に
努
め
、
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
共
交
通

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

今
後
は

（
木
内
欽
市
議
員
）

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
に

つ
い
て
の
地
域
別
意
見
交
換

会
で
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
今

後
の
取
り
組
み
が
決
ま
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の

か
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
の
地
域
別
意
見
交
換
会
は
、

日
常
の
移
動
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

公
共
交
通
に
求
め
る
も
の
を
テ
ー
マ

に
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
主
な
意
見

と
し
て
は
、
通
院
、
買
い
物
に
困
っ

て
い
る
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
が
複
雑

で
分
か
り
に
く
い
、
バ
ス
停
ま
で
歩

け
な
い
、
道
の
駅
ま
で
の
バ
ス
が
な

い
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
旭
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
種
調
査

結
果
の
分
析
を
含
め
、
地
域
別
意
見

交
換
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
市
民

ニ
ー
ズ
の
貴
重
な
意
見
と
し
て
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
公
共
交
通
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
併
用
は

（
髙
橋
秀
典
議
員
）

問
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持

す
る
上
で
も
必
須
の
課
題
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
み
で
移
動
ニ
ー

ズ
全
て
に
対
応
す
る
の
は
、
限
界
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
駅
や
、

庁
舎
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
、
あ

る
い
は
商
業
施
設
等
の
拠
点
間
の
交

通
に
つ
い
て
は
現
在
ど
お
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
細
か
い
移
動
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
乗
り
合
い
方
式
の
デ
マ

ン
ド
交
通
で
補
完
す
る
と
い
う
形
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
の
考
え
は
ど
う

な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
交
通
空
白
地
域
へ
の
対
応
が

可
能
に
な
る
こ
と
や
、
バ
ス

停
ま
で
歩
い
て
い
け
な
い
方
、
近

く
に
バ
ス
停
が
な
い
方
の
た
め
に

は
、
デ

※

マ
ン
ド
交
通
の
よ
う
な
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
サ
ー
ビ
ス
が
大

変
有
効
で
あ
り
、
利
便
性
が
高
い
も

の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
勘
案
し
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ
け
、
デ
マ
ン

ド
交
通
だ
け
と
い
う
よ
う
な
個
別
で

考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
モ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
旭
市
民
の
移
動

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
公
共
交
通
体
系
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。環

境
都
市
計
画
区
域
内
の

排
水
整
備
を（

髙
橋
秀
典
議
員
）

問
都
市
計
画
に
お
い
て
第
一
種

住
居
地
域
に
な
っ
て
い
る
干

潟
小
学
校
区
で
は
、
か
ね
て
よ
り
山

林
や
水
田
で
あ
っ
た
土
地
の
開
発
が

続
い
て
お
り
、
人
口
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
自
体
は
喜
ば
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
排
水
に
問
題
が

あ
る
箇
所
が
指
摘
さ
れ
、
加
え
て
家

庭
排
水
の
農
業
用
水
へ
の
流
入
と

い
っ
た
問
題
も
聞
き
ま
す
。

　
下
水
道
計
画
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
計
画
そ
の
も
の
が

休
止
と
な
っ
た
今
、
当
該
地
域
の
排

水
問
題
に
つ
い
て
は
、
根
本
か
ら
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市

の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
そ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
宅
地
造
成
等
の
開

発
が
進
ん
で
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
排
水
流
末
は
、

新
川
や
明
治
川
の
河
川
、
農
業
用
の

水
路
に
限
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
当
該
地
域
は
都
市
計
画
の
用
途
地

域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
冠
水
対
策

事
業
の
活
用
等
を
含
め
た
効
果
的
な

対
策
を
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市内を循環するコミュニティバス

排水の流末となる明治川

※
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は 

　

�

定
時
・
定
路
線
の
バ
ス
運
行
に
対
し
て
、

電
話
予
約
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
柔
軟
な
運
行
を
行
う
公
共
交
通
の
こ
と
。
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議
案
第
５
号

区
域
を
こ
え
て
の
路
線
の
認
定
を
承
諾
す
る
こ
と
に
つ
い

て問
こ
の
進
入
路
を
銚
子
市
道
と
し
て
認
定
し
た
場

合
に
、
交
付
税
の
影
響
額
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
？

　
　
　
ま
た
、
こ
の
道
路
を
改
修
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら

い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
？

答
仮
に
旭
市
が
市
道
と
し
て
認
定
し
た
場
合
の
交
付

税
の
算
入
額
は
、
延
長
が
9
8
.
6
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
が
６
メ
ー
ト
ル
、
道
路
面
積
が
約
6
0
0
平

米
で
、
１
年
間
に
約
６
万
２
，０
０
０
円
。
改
修

し
た
場
合
の
工
事
費
は
、
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

数
千
万
円
か
か
る
だ
ろ
う
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

審
査
の
結
果

　
委
員
会
付
託
の
２
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決

議
案
第
９
号

平
成
29
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
で
、

１
，１
０
０
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
、
追
加
事
業
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
と
し
て
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
必
要
な
も
の
を
す
ぐ
に
購
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
思
い
を
伺
い
、
豊
畑
小
と
第
二
中
学
校
へ

は
、
各
１
０
０
万
円
、
他
の
18
校
の
小
中
学
校
へ
は
各
50

万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

審
査
の
結
果

　
委
員
会
付
託
の
２
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決

議
案
第
４
号

旭
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
神
西
住
宅
の
戸
数
を
14
戸
か
ら
11
戸
に
減
ら
す
と

い
う
改
正
だ
が
、
今
後
、
市
営
住
宅
の
管
理
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
っ
て
い
る
の
か
？

答
現
在
、
市
営
住
宅
の
う
ち
神
西
住
宅
、
西
野
住
宅
、

双
葉
住
宅
平
屋
部
分
は
、
新
た
な
入
居
の
募
集
を

や
め
て
お
り
、
あ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
取
り
壊

す
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
住

宅
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
う
少
し
需
要
と
供
給
を

勘
案
し
な
が
ら
、
建
て
替
え
て
い
く
の
か
、
大
規

模
な
修
繕
を
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
壊
し
て
い
く

の
か
、
こ
れ
か
ら
も
う
少
し
精
査
を
す
る
。

審
査
の
結
果

　
委
員
会
付
託
の
４
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決

常
任
委
員
会
の
審
査

建設経済常任委員会審査の様子

文教福祉常任委員会審査の様子

総務常任委員会審査の様子

建設経済常任委員会
11月20日㈪　午前10時〜

２議案の審査

文教福祉常任委員会
11月21日㈫　午前10時〜

２議案の審査

総務常任委員会
11月22日㈬　午前10時〜

４議案の審査
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１　�新庁舎建設基本構想における６つの基本方針をより良い形で具現化すること。
２　�議会の議場、各諸室等について、ＩＣＴ化も考慮し、機能、環境に配慮した施設とするよう検討すること。
　
　市議会では、今後も執行部との意見交換を行い、より良い施設整備に向け、引き続き研究していきます。

新庁舎整備に関して市長に要請

①外観イメージ
②５階展望スペース
③１階企画展示スペース

　12月７日に旭市議会として、新庁舎整備に関する意見を取りまとめ、要請書を市長に手渡しました。
　主な内容は、次のとおりです。

佐久間議長、向後副議長から明智市長へ要請書を提出

平成29年第４回定例会　審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
林　
　
晴
道

髙
橋　
秀
典

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

磯
本　
　
繁

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

太
田　
將
範

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

平
野　
忠
作

伊
藤　
房
代

林　
　
七
巳

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

滑
川　
公
英

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

林　
　
俊
介

髙
橋　
利
彦

林　
正
一
郎

 市　長　提　出　議　案
1 平成29年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

2
東日本大震災による被災住宅の建替住宅等に
係る固定資産税等の減免の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

3
旭市地域包括支援センターの人員及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

4 旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

5 区域をこえての路線の認定を承諾することにつ
いて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

6 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

7 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

8 専決処分の承認について
（平成29年度旭市一般会計補正予算） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

  委　員　会　提　出　議　案
1 旭市議会委員会条例の一部を改正する条例の

制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

○＝賛成　×＝反対　議＝議長 ※議長は採決に加わりません。

①

③ ②
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　公職選挙法において、選挙区内における寄附行為が禁止されています。

●政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止	 ●入学祝、卒業祝	
●お中元やお歳暮	 ●落成式、開店祝の花輪	
●お祭りへの寄附や差し入れ	 ●年賀状など時候のあいさつ状（答礼のための自筆を除く）

　ただし、議員本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、議員本人が自ら出席する葬式や通夜における
香典、会費制の会合や行事の際の会費については、寄附に当たらないとしています。
　地域で行われる行事等で会費や実費を伴うものを議員に案内される場合には、会費を明記してご通知くだ
さいますようお願いします。

　政務活動費については、全国的に、さらなる透明性の確保及び情報公開が求められている
ことから、旭市議会では平成29年度分から政務活動費収支報告書及び領収書をホームペー
ジで公開する予定です。

政務活動費とは？
　地方自治法に基づき、地方議会の議員が調査研究その他の活動に必要な経費の一部として支給さ
れる費用のこと。
　その内容は、各自治体の条例により定められています。

議員の寄附行為の禁止

項　目 内　容
調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研　修　費 議員が研修会を開催するために必要な経費、他の団体等が開催する研修会の参加
に要する経費

広　報　費 議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

広　聴　費 議員が行う住民からの市政の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動
に要する経費

要請・陳情
活　動　費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会　議　費 議員が行う各種会議、他の団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要
する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費 議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
人　件　費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

使途基準

政務活動費の領収書を
ホームページで公開します！

旭市議会では？
対　　象／旭市議会の議員の職にある者
交 付 額／月額１万円
収支報告／議員は全ての支出に対し領収書を添付し、収支報告書を議長へ提出します。
　　　　　また、残余金が生じた場合は返還することになっています。
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
米
本
弥
一
郎

副
委
員
長　
有
田　
惠
子

委　
員　
　
遠
藤　
保
明

委　
員　
　
平
山　
清
海

編
集
後
記

　
本
号
よ
り
、
新
た
な
委
員
会
で

の
編
集
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
執
行
さ
れ
、
本
年
１
月
24

日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
会
委
員
等
の
選
任
が
さ

れ
新
し
い
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

に
は
新
委
員
２
名
が
加
わ
り
、
同

日
か
ら
第
48
号
の
編
集
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
議
会
の
動
き
を
発
信
し
、
市
民

の
皆
様
と
議
会
の
か
け
橋
と
な
る

こ
と
が
議
会
だ
よ
り
の
役
割
で
す
。

　
「
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
委
員
長
・
米
本
弥
一
郎
）

　
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
審
議
し
ま
す
。
定
例

会
は
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
市
役
所
３
階
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
役
所
本
庁
と
各
支
所
ロ
ビ
ー
、
干
潟
公

民
館
、
飯
岡
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
の
テ
レ

ビ
で
、
本
会
議
の
模
様
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　平成30年旭市議会第１回定例会は、
３月１日（木）から、３月16日（金）まで、
いずれも10時より開催予定です。
※開催予定が変更となる場合もあります

ので、ホームページ等でご確認くださ
い。	

　本会議の様子は、旭市ホームページの旭市議会の「議会中継」から
公開をしています。さらに、議会録画中継（本会議）も日程終了後の
おおむね７日程度で視聴することができます。
　また、ホームページでは過去の会議録も公開しています。
　そのほかにも、各種議員名簿や議会のしくみ、請願・陳情など、
市議会にかかわる情報をご覧いただくことができますので、どうぞ
ご利用ください。

３月定例会の開催予定 旭市議会の情報は
市のホームページでも公開しています。

旭市議会のホームページへ
http://www.city.asahi.lg.jp/sisei/gikai/index.html

期
日

主
な
内
容

３
月
１
日

（木）

開
会（
議
案
提
案
理
由
説
明
）

５
日

（月）

議
案
質
疑

７
日

（水）

一
般
質
問

８
日

（木）

一
般
質
問

12
日

（月）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

13
日

（火）

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

14
日

（水）

総
務
常
任
委
員
会

16
日

（金）

閉
会（
議
案
等
の
採
決
）

検索旭市議会

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ

☎
62
‐
５
３
０
４　
D 

62
‐
５
３
８
４
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